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とくに縁起の時間性について

眞 田 康 道

は じ め に

わた くしたちを取 り巻く諸現象は,一 体 どのような法則にもとついて展開しているのであろ

うか?。 また,わ た くしたちの運命は,何 を根拠に決定されているのであろ うか?。 つま り,

わた くしたちの未来は,全 く偶然なのか,運 命の定めなのか,そ れとも神の意志なのか,あ る

いは,そ れ らのいずれでもく,自 らの意志によって決定されるのか?。 この問題について,古

来より盛んに論じられてきた し,わ た くしたちにとってたいへん興味深い問題であるが,科 学

時代の今 日においても,な お未解決の問題でもある。

さて,シ ャーキャムニ仏陀によって,教 示された縁起の理法は,こ の世界のすべてゐ現象に

当てはまる普遍性を有 している。 しか し,縁 起それ自身は,「 如来がこの世に出現されるも,

未だ出現されなくも,確 定された法」である。すなわち,縁 起は仏陀の出世,不 出世にかかわ

りない永遠なる法則性である。さらに,〈 縁起〉は他の思想や宗教 と比較する場合,仏 教のオ

リジナル性を主張する理論的根拠でもある。したがって,こ の論文のテーマとして,《 縁起に

おける時間》を取 り上げることにした。一方,現 代科学は,こ の世界に起きる現象についてど

のような法則性と理解しているのであろ うか。

仏陀の出現された時代のイン ドにおいても,盛 んにこの問題について論 じられた。仏教以前

に起源をもつ伝統的バラモン思想においても,ま た,仏 教が興起する時代から少 し遡 った時代

に源を発する,新 興思想においても世界や人生を支配 し決定する法則について,お おいに論争

し,お 互いに啓発し合 う格好の題材でもあった。これ らの思想に対抗して,仏 教は一貫 して,

縁起説を堅持 して,そ の独自性を貫いたのである。

ところで,最 近の科学においても,旧 来の決定論的な惑星の運行や,物 体の運動の法則が宇

宙の真理であるとする考え方 とは異なった,生 命や現象の構造体についての問題に熱い眼差 し

が注がれつつある。生命や現象は,不 可逆的時間の性質をもっているからである。この不可逆

的現象は,《 エソ トロピーの法則》に基づ くと考えられているが,そ の他,素 粒子世界におけ

る不確定性原理,カ オスの問題 確率論的統計学,情 報論等の問題 もやはり,新 鮮で,且 つ,
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きわめて重要な問題を提起してくれる題材である。要するに,こ れらの問題をひっくるめて言

えぽ,現 象は,時 間的に,ま た空間的に連続的であるとは限 らず,断 続性ももっているという

ことである。別な表現で言えば,ミ クロの範囲では,デ タラメな現象としかいいようのない事

象にも,マ クロの範囲に拡大すれば,そ こに歴然 とした法則性が認め られる,と い う事実であ

る。このことは,た いへん重要な問題を含んでいる。すなわち,未 来は ミクロ的には,で たら

めで何も予見できないが,'7ク ロ的視野で見るとある程度の確率で,先 が見えてくるからであ

る。この事実は,わ た くしたちの生命や世界に関する構造 と秩序には,連 続性と断続性といっ

た相矛盾する法則が内在 しているとも理解できるし,ま た,わ た くしたちが収集できる情報の

量に起因するとも理解できるのである。すなわち,情 報が少なけれぽ未来は何も見>xな いし,

ある程度多 くの情報が得 られると,そ の範囲での未来がわたくしたちに知 らされ るからであ

る。ともかく,こ の世界は,時 間,空 間のあらゆる面にわたって,法 則で貫かれ,厳 格に支配

されているのではなく,あ る程度のデタラメさと確実さの両面をもって進行しているかにみ う

けられる。仏教にとって,最 も基本的で重要な縁起の理法と,最 近の科学の現象に対する動向

について比較検討す ることは極め意義があることと考える。しかし,今 回は原稿枚数の関係か

ら,科 学の立場からの検討は,次 回の稿にゆずることにする。

1.シ ャー キ ャム ニ仏 陀時 代 の一般 的思想 界

1-1縁 起 の法 則 性

シ ャーキ ャ ム ニ仏 陀 は,自 分 の生 命 を賭 して 苦 行 を 徹 底 的 に ここ ろ み られ た 。 しか し,6年

間 に お よぶ この 厳 しい行 も きっぱ り と捨 て 去 って,わ が 道 を 歩 も うと決意 され,つ い に 菩 提 樹

下 で 悟 りを 開 か れた 。 そ の正 覚 の 内容 に つ い て は 実 に さ ま ざま で 〈縁 起 〉 の理 法 の 発 見,〈 法 〉

の確 立,〈 智 慧〉 の修 得,〈 解 脱 〉 の 成 就 そ して く涅 槃 〉 へ の到 達 等k,経 典 には 語 られ て

い る。 実 際,悟 りの 内 容 を語 る に は さ ま ざ まの 側 面 か ら語 られ ね ば な らな いが,こ れ らは シ ャ

ー キ ャム ニ仏 陀 の 〈さ と り〉 とい う体 験 の 中 で は ひ とつ に お さ まっ て いた 。 こ の うち縁 起 が 最

も基 本 的 な もの で,縁 起 の理 法 に基 づ い て,法 と智 慧 と解 脱 と涅 槃 の成 就 が あ る。

原 始 仏 教 経 典(『 中部 経 典 』 「象跡 喩経 」)に は,

縁 起 を 見 る もの は法 を 見 る,法 を 見 る もの は 縁 起 を 見 る。

yopaticcasamup稘ampassati,sodhammampassati,
ゆ

yodhammampassati,sopaticcasamup稘ampassatio

と記 す よ うに,縁 起 の 法則 は 現 象界 のす べ て の 法(有 為 法)に 適 用 可 能 で あ る。 もっ とも,縁

起 の法 則 が 現 象 を 超 越 した 永 遠 の法 た る無 為 法 に まで 及 ぶか ど うか は,後 代 の 仏教 で は,そ れ
(z)

それの部派によって見解を異にしているようである。 ともか く,有 為法,即 ち無常の法はすべ

て縁起の法則に基づ くとい うのが仏教の考え方である。

ところで,仏 陀が正覚のときに観想された縁起は,後 代最も完成された形態をたもつ く十ニ
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支 縁 起 〉 に よっ て代 表 され る縁 起,あ るい は,そ の系 列 に属 す る も ので あ った と され て い る。

す なわ ち,十 二 支 の 名 の 由来 は,そ の理 法 が 「無 明 ・行 ・識 ・名 色 ・六 処 ・触 ・受 ・愛 ・取 ・

有 ・生 ・老 死 」 の 十二 の 部分(十 二 支dv稘asa-anga)か らな って い るい るか らで あ って,そ

れ は 有 情(衆 生sattva)の 苦 の 生 存 の 根 拠 を 明 らか にす る 縁 起 で あ る。 した が っ て,こ れ は

〈有 情 数 縁 起 〉 とも言 わ れ て い る。 しか し,原 始 経典 に は,十 二 支 に と ど ま らず,五 支 ・八

支 ・九 支 ・十 支 等 の さ ま ざま な縁 起支 が説 かれ て い る。 多 くの 学 者 は,十 二 支 に先 だ って,九

支 乃 至 十 支 等 の縁 起 が 存 在 して お り,十 二 支 縁 起 は これ らの完 成 形 態 と して 後 代 に 現 れ た と
　わ

する説を支持 しているようである。 しかし,九 支ないし十支の縁起は,無 明と行 とが無 く,

「識 ・名色……」の順序で説かれている。

成立的に見れば,確 かに 〈有情数縁起〉 としては,十 二支縁起に先行する,支 分の少ない縁

起が存在 し,十 二支が後に説かれたのであるのだろう。しかし,唯 識仏教は,人 間の苦の根拠

を無明の系列の知的煩悩である 〈所知障〉 と渇愛に属する情的煩悩の 〈煩悩障〉 に置 いて お

り,ま た,後 の仏教は,す べて,〈 無明〉に始まる十二支縁起を支持していて,衆 生の苦の生

起と生滅の理法として,十 二支縁起が正当な縁起であると,位 置づけている。すなわち,後 代

の仏教は,「 識 ・名色一…」にはじまる九支や十支の縁起説よりも,「 無明 ・行……」にはじ

まる十二支縁起が仏陀の悟 りの内容に,む しろ一致すると考えていたのである。十二支縁起が

成立的にはある程度年月を要 したにもかかわ らず,か えって,仏 陀正覚の事実に一層近づいて

いるのかもしれない。つま り,こ とばの次元を超えた仏陀の正覚の内容を,仏 陀自身も仏弟子

たちに明確に説き示されなかったのであろう。したがって,五 支ないし十支の縁起説 とい う紆

余曲折を経て,十 二支において,は じめて,仏 陀正覚をことぽの世界に誤 りなく表現するに至
くの

った の で あ る。

と もか く,こ れ らの十 二 支 は相 互 に依 存 的 関 係 を な して い て,厂 無 明 に よって 行 あ り。 行 に

よ って 識 あ り。 … … 」 乃 至 「無 明 の滅 に よっ て 行 の滅 あ り。 行 の滅 に よって 識 の 滅 あ り。 …

… 」が成 り立 つ。 あ る い は逆 に 「何 が あ るか ら老 死 が あ るの か 。 生 が あ るか ら。 … …」乃 至 「何

の 滅 に よ って老 死 の滅 が あ るの か,生 の 滅 よ り老 死 の滅 が あ るか ら。 … … 」 とい う関 係 も成 立

す る。 無 明 に は じま り老 死 に 帰着 す る支 分 を 順 次 に 観想 す る,あ るい は 逆 に観 想 す る。 これ

を繰 り返 し修 す れ ば,つ い に衆 生 の 苦 の 生 存 の在 り方 と,苦 の 生 存 が 滅 して ゆ く理 を は っ き り

と悟 る こ とが で き る とす る。 これ が 仏 陀 正覚 の 内容 を 表 す 十 二 支 縁 起 で あ る。 しか し,こ れ ら

の相 互 の支 分 間 の依 存 的 関 係 性 を抜 き出 して表 せ ぽ,つ ぎの よ うに な る。

これ あ る と きかれ あ り,こ れ 生 ず る よ りか れ 生 ず 。

これ な き と きかれ な し。 これ 滅 す る よ りか れ 滅 す。

imasmimsatiidamhotiIIimassuppadaidamuppajjatill

　らラ
immasminasatiidamnahotiIIimassanirodh稱damnirujjhatiiI

す な わ ち,一 般 に これ は 《縁 起 の 型 》 また は,《 縁 起 の定 型 句 》 と呼 ばれ て い るが,十 二 支 縁
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起か ら抽出された関係は,こ れだけで独立した理法 とみなされている。そして,有 情の生存に

限らず,も っと広義な現象r般 にも適用されている。

シャーキャムニ仏陀は,十 二支縁起によって正覚を成就されたが,衆 生の苦の生存の法 も,

現象における無常法も実はその根本においては同じであると仏教はみなしている。すなわち,

少 し時代が下って,衆 生と現象とを合わせ含む無常なる法は,有 為法(sa!nskrta・dharma)と

呼ばれるようになる。縁起はすべての有為法に当てはまる法則である。したがって・縁起にお

いて,十 二の支分よりも,上 記のいわゆる 《縁起の型》 と呼ばれる理法にこそ,縁 起の本質が
ゆ

存す る ので あ る。

それ で は,一 切 無 常 法 に 当 て は ま る縁 起 の 理 法 とは 如 何 な る も の か?。 一 切 法 は す べ て 生

じ,存 続 し,滅 す る,そ れ が現 象 であ り,衆 生 の 生 存 に ほ か な らな いが,そ れ らは お 互 い の 法

が 因 とな り縁 とな って,現 象 や衆 生 の生 存 を 織 りな して い く。 そ の性 質 は 〈相 依 性 〉(idappa-

ccayat�)と い わ れ,縁 起 の本 質 とみ な され て い る。 この相 依 性 は,ま た,上 述 の 「これ あ る

と きかれ あ り,… …」 とい う,い わゆ る,〈 縁 起 の 型 〉 と して も表 現 され てい る ので あ る。 し

か し,縁 起 につ い て 考 察 す る前 に,仏 陀 当時 にお け る他 の思 想 界 の 見解 につ い て,少 し触 れ る

こ とにす る。

1-2仏 陀当時の思想界

シャーキャムニ仏陀在世当時の紀元前4,5世 紀のころ,イ ンドー般思想界が,お おいに活

況を呈していたことを原始仏教経典は伝えている。すなわち,『 沙門果経』では,外 教を代表
くの

する六人の思想家の名前とその思想を紹介しているし,『 梵網経』には,六 十二種の異説(六
くみ

十 二 見)が 乱 立 してい た こ とを記 して い る。 さ らに,『 増 支 部 経 』 「第3集61経 」 に は,こ れ
くの

ら種k雑 多 な 見 解 を ま とめ れ ば 三 つ の 範 疇 に 分 け て 述 べ て い る 。 す な わ ち,

① 比 丘 た ち よ。 あ る 沙 門,バ ラ モ ン た ち が あ っ て,か れ ら は こ の よ うに 語 り,こ の よ う に 見

る 人 は,〔 こ の 世 に お い て 〕 あ る い は 楽,あ る い は 苦,あ る い は 非 苦 非 楽 を 感 じ と

る 。 こ の 一 切 は,前 世 の 業 を 因 と す る(宿 作 因 説Pubbekata-hetu-v稘a),と 。 … …

Santibhikkhaveekesalnapabr議hma阜aevamv稘inoevamditthino-yamkinc窕am

purisapuggalopatisamvedetisukhamv稘ukkhamv秣dukkhamasukhamv龝abbam

tampubbekatahet皦i.

② そ の と き,比 丘 た ち よ。 あ る 沙 門,バ ラ モ ン の 場 合 に は,こ の よ う に 語 り,こ の よ うに 見

る 人 は,〔 こ の 世 で 〕 あ る い は 楽,あ る い は 苦,あ る い は 非 苦 非 楽 を 感 じ る 。 こ の 一

切 は,世 界 の 主 宰 者(イ ー シ ュ ヴ ァ ラ 神)の 化 作 を 因 とす る(尊 祐 造 説Issaranimm穗a-

hetu-v稘a),と 。 ・… ・・

Tatra'bhikkhaveyetesama阜abrahmapaevalpvadinoeva甲ditthino-ya卑kiicaya卑

purisapuggalopatisamvedetisukha.mv稘ukkhamv秣dukkhamasukhamv龝abbam
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tamissaranimm穗ahet皦i.

③ そ の と き,比 丘 た ち よ。 あ る沙 門,バ ラ モ ン の 場 合 に は,こ の よ うに 語 り,こ の よ うに 見

る 人 は,〔 こ の 世 で 〕 あ る い は 楽,あ る い は 苦,あ る い は 非 苦 非 楽 を 感 じ る。 こ の 一

切 は,無 因 無 縁 に よ る(無 因 無 縁 説Ahetu-apaccaya-vada),と 。 … …

Tartabhikkhaveyetesamanabr禀man稙vamv稘inoevamditthino-yamkinc窕am

purisapuggalopatisamvedetisukhamv稘ukkhamv秣dukkhamasukhamv龝abbam

tamahetuappaccay穰i.

と記 す る よ うに,仏 陀 在 世 当 時 の イ ン ド思 想界 に お い て は,〈 宿 作 因 論 〉(Pubbekata-hetu-

v稘a)・ 〈尊 祐 論 〉(lssaranimm穗a-hetu-v稘a)・ 〈無 因 無縁 論 〉(Ahetu-apaccaya-v稘a)の

三 思 想 に分 類 す る こ とが で き る とい う。 こ の三 つ の 世 界 観 に つ い て は,以 下 に考 察 す る ご と く

で あ る。

1-3運 命論(宿 作因論)

この説は,〈 この一切は,前 世の業を因としている〉 と,詔 述するように一種の運命論であ

る。わたくしたちの人生は,す でに生まれる以前の過去世におおかたの枠組みが作 られて い

る,と する考>x方 である。

広 く知られているように,イ ソ ドは古くから輪廻転生思想が盛んな国柄である。仏陀に先行

する古ウパニシャッド聖典中にすでに,輪 廻 と業の思想が,認 め られている。そして,現 在の

ヒンドゥー社会にも深 く根を下ろしていて,敬 けんなヒンドゥー教徒は,人 は過去世からこの

世に生れ出て,や がて未来世へと生まれ変わることを今 も堅 く信 じている。過去世の因が現在

の人の苦楽を決定するとする,宿 作因説は,こ のインド特有の輪廻と業の思想が背景にあるこ

とを理解せねぽならない。

雲井昭善博士の説によると,仏 陀在世時代で宿作因論者に属する思想家として,正 統バラモ

ン主義以外の新 自由主義思想家,い わゆる六師外道中のマッカリ・ゴーサーラ,と パグダ ・カ
ゆ

ッチ ャー ヤ ナ,お よび ニ ガ ソ タ ・ナ ー タ ブ ッタ の三 思 想 家 を 挙 げ る こ とが で きる。 そ して,ゴ

ーサ ー ラは
,世 界 の構 成 要 素 と して霊 魂 ・地 ・水 ・火 ・風 ・空 ・得 ・失 ・苦 ・楽 ・生 ・死 の

十 二 要 素 説 を主 張 し,パ グ ダは,地 ・水 ・火 ・風 ・楽 ・苦 ・生 命 の 七 つ の構 成 要 素 を 認 め た 。

また,ニ ガ ンタ ・ナ ー タ ブ ヅタは,ジ ャイ ナ教 の 祖 師 で あ るが,地 ・水 ・火 ・風 の 四 元 素 か

ら成 る原 子 論 を取 り入 れ,彼 れ は,世 界 の精 神 原 理 で あ る。 霊 魂Giva)と 物 質 原 理 で あ る非

霊 魂(ajiva)に よっ て構 成 され る とす る二 元 論 を唱 えた 。 ゴーサ ー ラ もパ グ ダ も構 成 要 素 中

に 一 方 に霊 魂 ない し生 命 を 置 き,他 方 に地 ・水 ・火 ・風 ・(空)の 五 元 素,あ るい は 四 元 素 を

置 い て,生 命 原 理 と物 質 原理 の二 元 論 を 根 拠 と して い て,互 い に教 理 に共 通 性 を 持 って い る。

そ の 中,マ ッカ リ ・ゴ ーサ ー ラは,邪 命 派(ア ー ジ ー ヴ ィカ派Ajivika)の 一 人 で あ って,
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〈無 因 無 縁 論 〉(Ahetu-apaccaya-vada)と 〈決 定 論 〉(Niyati-v稘a)を 支 持 し た と さ れ る

こ の よ うに 問 わ れ た と き,世 尊 よ,マ ッ カ リ ・ゴ ー サ ー ラ は,私(Aj穰asattu王)に こ の

よ うに 言 い ま し た 。"大 王 よ,衆 生 が 煩 悩 に 染 ま る に は,因 も な く縁 も な い 。 衆 生 は 無 因

無 縁 の ま ま で 煩 悩 に 染 ま る 。 衆 生 が 清 浄 とな る に は,因 も な く縁 も な い 。 衆 生 は,無 因 無

縁 の ま ま で 清 浄 と な る。 自 らの 行 為 も な く,他 者 の 行 為 も な い 。 実 行 力 も な く,向 上 心 も

な い 。 人 に は 威 力 は な く,努 力 も な い 。 す べ て の 衆 生,す べ て の 生 命,す べ て の 存 在,す

べ て の 生 物 に は,自 由 な く,実 行 力 な く,自 然 の 定 め と 〔苦 楽 の 境 遇 と の 〕 結 び つ き と 自

然 の 本 性 と に よ っ て 変 異 し,六 種 の 階 級 の 何 れ か に あ っ て,苦 や 楽 を 感 受 す る 。

EvamvuttebhanteMakkhali-Gos稷omametadavoca:N'atthimah竏靡稻ahetun'

atthipaccayosatt穗amsamkiles窕a,ahetu-apaccay龝att龝amkilistsanti.N'atthihetu,

n'atthipaccayosatt穗amvisuddhiy�,ahetu-apaccay龝at穽isujjhanti.N'atthi

attak穩e,n'atthipara-k穩e,n'atthipurisa-k穩e,n'atthibalam;n'atthiviriyam,n'

atthipurisa-th穃on'atthipurisa-parakkamo.Sabbesatt龝abbep穗龝abbebhat�

sabbejiv秣vas秣bal秣viriy穗iyati-sangati-bh穽a-parinat稍hass'ev稈hij穰isusukha一

ロゆ
dukkhampatisamvedenti.・ ・・…o

と,こ の よ うに,ゴ ー サ ー ラ の教 理 を 記 述 して い る。彼 れ の 主 張 に は,〈 無 因 無 縁論 〉(Ahetu-

apaccaya-v稘a)と く決 定論 〉(Niyati-v稘a)が 含 まれ て いた こ とが わ か る。 °r的に は,輪

廻 と業 思 想 に基 づ いた 因 果 応 報 とい う考 え方 に した が うな らば,現 世 の苦 楽 は,過 去 世 に 行 っ

た 善 悪 の 業 の 果報 とされ るか ら,ゴ ーサ ー ラが 無 因無 縁論 を唱 え る の は奇 異 に 感 じ られ る。 し
ゆ

か し,ゴ ーサ ー ラは,全 く業 を 認 め な い と云 うの で は な く,天 か ら与 え られ る一 種 の 業 力 く自

然 の定 め 〉(niyati)に よ って,人 間 の性 格 は決 定 され てい る とい う。 した が って,現 世 で い
なの

くら努力しても生まれなが らの性格を転換できないと主張 したのである。けれども,ゴ ーサー

ラは彼れの人生論を 〈自然の定め〉(niyati)と 表現 しているように,決 定論 とい うのは,運

命論 とも少しく意味が違 うようである。 宇井伯寿博士は,こ の点を このように説明されてい

る,「 ゴーサーラは凡て無因無縁を主張し輪廻解脱にも因 も縁もなく人の努力精進即ち業のこ

れと関係することを否認するか ら,結 局凡ては自然的に定まって居 り又定まると見ていたので
ロの

ある。此の意味に於いての一種の運命論 と呼ぶか,又 は寧ろ自然論 と呼ぶ方が適切であろ う。」

と。すなわち,人 生の幸(楽)・ 不幸(苦)す べてが,天 の定めに よって動き変化するのであ

って,人 間の努力の及ばぬことで決定されるのである。 自らを天のはか らいにゆだね,自 らの

人生を自分で計画し,そ の目的に向かって実現努力す ることなく,生 まれなが らの境遇も,一

生の中でおとずれるさまざまな苦楽も,も って生まれた定めとしてそのまま享受してゆ く,い

わゆる 〈自然論〉でもあるのである。パグダ ・カッチャーヤナの説は,「 ゴーサーラの派に属
ロの

した 異 派 の 一 つ」 と考 え られ,無 因 無 縁 論 と 自然論(決 定論Niyati-v稘a)で あ った とされ る 。

した が っ て,パ グ ダの人 生 ・世 界 観 は,大 体 ゴ ーサ ー ラの説 と同 じで あ った の で あ ろ う。
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つ ぎに,ニ ガ ソ タ ・ナ ー タ ブ ッタ の説(ジ ャイナ 教)に つ い て,先 に も触 れ た よ うに,こ の

教 説 は,霊 魂 と非 霊 魂 の二 元 論 の立 場 に た って い る。 非 霊 魂 とは,物 質 で これ が 霊 魂 に結 び っ

く と束 縛 を 生 じ る,と す る業 論 を唱 えて い る。 この 束 縛 か ら霊 魂 を離 れ しめ るた め に苦 行 を 作

す の で あ るが,ジ ャイ ナ教 が宿 作 因 論 の立 場 を 保 持 す る こ とに つ い て,『 中部 経 』 「天臂 経 」

に は,そ れ を 批 判 して つ ぎの よ うに言 う,

比 丘 た ち よ。 も し,有 情 た ちが,過 去 世 に 作 した 業 を 因 と して,苦 ・楽 の思 い を経 験 す

る,と い うこ とに な れ ば,実 に現 世 で,ジ ャイ ナ教 徒 は,か くもは げ し く,つ ら く苦 しい

思 い を経 験 す るの は,比 丘 た ち よ,過 去世 に(彼 らが)悪 業 を 作 した こ とに な る 。

Sace,bhikkhave,satt穡ubbekatahetusukhadukkhampatisamvedenti,addh�,bhikkhave,

Niganth穡ubbedukkatakammak穩ino,yametarahievar皂稘ukkh穰ipp稾atuk�

ロの
vedanavediyanti.

この ジ ャ イナ 教 に対 す る批 判 か らす れ ぽ,こ の 教 説 は,過 去世 の善 悪 の業 に よって,現 世 に

お い て 苦 ・楽 何 れ か の 人 生 が 決定 され る こ とを 認 め て い る こ とが知 られ る。

以 上,宿 作 因 説 に つ い て も,マ ッ カ リ ・ゴ ーサ ー ラ と ニ ガ ン タ ・ナ ー タ ブ ッタで は,前 者 は

有 情 の業 を 超 えた,一 種 の 天地 自然 の業 とで も言 うべ き く自然 の 定 め〉(Niyati)に よって,

有 惰 の人 生 の幸 不 幸 が 決 定 され る とす る。 一 方,囎後 者 の ニ ガ ン タは,前 世 の 自己 の業 が,現 在

世 に お け る 自己 の幸 不 幸 の 境 遇 を 決 定す る と した 。 こ の よ うに 両 者 の 決定 論 に,解 釈 の違 い が

あ る こ とが知 られ る ので あ るが,同 時 に,と もに 印度 特 有 の輪 廻 と業 思 想 の存 在 が大 き く影 響

して い る こ とが 知 られ る。 つ ま り,三 世 は 断絶 して あ る の では な く,過 去世 → 現 在 世 → 未 来 世

へ と連続 して して あ る とい うこ とで あ る。 そ して,現 世 は,身 動 きな らぬ 程過 去 の 果 が重 くの

しか か る との考 え で あ る。 も っ と も,仏 教 に も後 に宿 業 と して,過 去 の 影 響 の大 きさ を強 調 し

た 場 合 もあ る。

1-4神 意論(尊 祐 論)

つ ぎに,尊 祐 論(lssaranimm穗a-hetu-v稘a)と は,現 象 は,す べ て 宇 宙 の 主宰 神 で あ り,

また,創 造 神 に よ って化 作 され る と し,し た が って,人 間 の幸 不 幸 も こ の神 の 意 志 に よって 決

定 され る とす る説 で あ る。Issaraと は,1ｧvara神(自 在 神)の こ とで,世 界 を 統 率 す る神 で あ
ロの

る。 こ の神 は,宇 宙 の創 造神,ブ ラ フマ ー神(Brahm筐� 天)と 同格 とみ な され て い る。 ブ ラ

フ マ ー神(Brahm�)は,も と も と 〈宇 宙 の根 本 原 理 〉 を 意 味 す る中 性名 詞Brahman(梵)

が 神 格 化 され て 男性 名 詞 とな った 語 で あ る。 ブ ラ フマ ン(Brahman梵)も ブ ラ フ マ ー 神

(Brahm筐� 夭)も,と も に原 形 はBrahmanで あ るが,単 数 形 主 格 の活 用 形 で は,前 者 は も

との形 と同 じBrahmanで あ るが,後 者 はBrahm竄ﾆ い う活 用形 を取 る。 こ の よ うに両 者 は

異 な った活 用 を なす,異 な った こ とば で あ る。

ブ ラ フマ ソ(Brahman梵)は ウパ ニ ッシ ャ ッ ド哲 学 に お け る 〈梵 我 一 如 論 〉 を 支 え る基 本
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的 概 念 で あ った。 す なわ ち,自 己 の 内 面 的 本 質 た る ア ー トマ ン(Atman霊 魂 ・自我)と 宇 宙

の 根 本 原理 た る ブ ラ フ マ ソ(Brahman梵)が,ヨ ー ガ等 の 瞑 想 を通 じて 〈一一如 〉 と して 観 想

され た と き,そ れ が 宗 教 的 最 高 の境 地 とされ た ので あ る。 この ブ ラ フマ ンは,「(一)超 越 者 と

ロロ

して 現 象世 界 を超 えて い る側 面 と,(二)現 象 世 界 を 展 開 す る側 面,と の両 側 面 が あ る」 と,

され る よ うに,根 本 原 理 た る宇宙 の本 質 とそ こか ら現 象 が 化 作 と して展 開 して ゆ く作 用 の,二

種 の 性 質 を合 わ せ 持 って い る と考 え られ て いた 。

以上 の よ うな思 想 を ウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学 か ら継 承 して,ブ ラ フマ ー神 は,シ ャ ーキ ャ ム ニ仏

陀 が活 躍 され た 時 代 に す で に現 れ 出 て,多 くの人 び とに信 仰 され て いた こ とが,『 梵網 経 』 に

次 ぎの よ うに記 述 され て い る。

じっ さ い,貴 下 ブ ラ フマ ー神,偉 大 な ブ ラ フマ ー神 は,勝 者 ・無 敗 者 で あ り,何 もの も見

通 せ る一 切 の 支配 者 で あ り,自 在 者 ・創 造 主 ・化 作 の神 ・最 も勝 れ た 能 生 者 ・過 去 〔世 〕

と未 来 〔世 〕 に 自在 力 を持 った 祖 神 で あ ります 。 わ れわ れ 〔人 間 を 〕 化 作 され た,貴 下 ブ

ラ フマ ー神 は,恒 常 ・堅 固 ・常 住 で あ り,久 遠 に ひ と し く変 異 す る こ との な い性 質 の み が

と どま るの で す。 しか しなが ら,ブ ラ フ マ ー神 に よ って化 作 され た わ れ わ れ は,無 常 ・不

堅 固 ・短 命 で り,死 す る性 質 を 持 つ,こ の 〔輪 廻 の〕 生 に来 た った の で す。

YokhosobhavamBrahm祟ah竏鹵raham秣bhibh珉nabhibh皦oannad-atthu-daso

vasavattiissarokatt穗imm穰龝etthosanjit穽as3pit稈hnta-bhavy穗amyenamayam

bhot磽rahmun穗immit�,soniccodhuvosassatoaviparin穃a-dhammosassati-samam

tath'evathassati.YepanamayamahumhatenaBrahmun穗immit穰emayam

ロロ
anicc秣ddhuv秣pp窕uk稍avana-dhamm稱tthattam稟at穰i.

こ こに記 され る ブ ラ フ マ ー神 は,ウ パ ニ シ ャ ッ ド哲 学 か ら 受 け 継 い だ 二 つ の 性 質,す なわ

ち,一 方 で 創 造主 ・自在 者 と して,〈 恒 常 ・堅 固 ・常 住 で あ り,久 遠 に ひ と し く変 異 す る こ と

の な い 性 質 〉 を持 っ てお り,他 方 で,化 作 の神 と して,わ れ わ れ人 間 を化 作,展 開 した とす

る。 しか し,化 作 され た わ れ わ れ は,絶 対 者 の性 質 とは 正 反 対 に,〈 無 常 ・不 堅 固 ・短 命 で

り,死 す る性 質 〉 を 持 って い る とい う。

時 間論 的 に云 えぽ,先 の 決定 論(宿 作 因 論)が 現 在 は 過 去 を す べ て原 因 として,す べ て 決 定

され る とす る説 で あ り,ま た,次 ぎに述 べ る無 因 無 縁 論 が,世 界 はす べ て過 去 ・現 在 ・未 来 に

通 じる法 則 性 は な く,す べ て一 瞬mの 出 来 事 は そ の 場 限 りで,の ち に何 の影 響 力 も及 ぼ さな

い こ とを主 張 す る。 これ に対 して,こ の尊 祐 論 で は,絶 対 者 た る ブ ラフ マ ー神 の 化 作 で あ る と

い うこ とで あ る。 ブ ラ フマ ー神 は 〈永 遠 〉 で あ るが,そ こか ら展 開 した 〈人 間等 の 生命 ・現

象 〉 は,〈 死 ・無 常 の 属性 〉 を 伴 って い る。 す な わ ち,永 遠 か ら無 常 が 化 作 され た とす る。 さ

らに こ の説 で は,〈 何 もの も 見 通 せ る 一 切 の支 配 者 ・自在 者 〉(annad-atthu-dasovasavatt�

issaro)と し て,こ の地 上 のす べ て の人 間 及 び 生 命 を 支 配 し,ま た現 象 世 界 の す み ず み に 至 る

まで 主 宰 者 と して の 神 の意 志 を 浸 透 させ て い る。 この 主宰 者 と して の神 の意 向は,た だ 現 在 に
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の み,及 ぶ の で は な い。 〈過 去 〔世 〕 と未 来 〔世 〕 に 自在 力を 持 った 祖 神 〉(vas3pit稈h皦a・

bhavy穗am)と して,過 去 と未 来 に も影 響 力 を行 使 す る神 であ る。

仏 教 経 典 が 語 る 〈尊 祐 造 論 〉 で は,過 去 ・現在 ・未 来 にわ た っ て,人 間 とそ の 世 界 に ゆ き渡

る神 の意 志 に つ い て記 述 して い るが,先 述 した よ うに,こ れ に先 行 す る ウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学 で

は,当 初,ブ ラ フマ ソ(Brahman)を,人 格 神 とみ な さず,宇 宙 の 〈原 理 〉 な い し く法 則 〉 と

考 え てい た 。 そ の た めBrahmanを 人 格 を 示 唆 す る男 性 名 詞 に含 めず,中 性 名 詞 の中 に付 属 せ

しめ て いた 。 こ の よ うな 理 由で,ウ パ ニ シャ ッ ド(Upanisad)が,一 般 に宗 教 とし て語 られ

ず,哲 学 ない し思 想 と して取 り扱 わ れ て い る所 以 で もあ る。 と もか く,ウ パ ニ シ ャ ッ ドの哲 人

は,宇 宙 には 永 遠 な る ブ ラ フマ ンが実 在 し,そ こか ら無 常 で 化 生 の性 質 を帯 びた 現 象 世 界 が 展

開 し,ま た,そ こに 住 む 人 間 等 の 生命 が誕 生 した と考>xた の で あ る。 した が っ て,こ の場 合 に

は,人 間 と現 象 を 貫 くもの は,神 の 意志 で は な くて,宇 宙 の 根 源 か ら発 す る原 理 であ る。 この

原 理 に も とつ い て,世 界 は 変 化 し,人 間 は思 考 し行 動 し,運 命 を た ど るの で あ る。 しか し,宇

宙 の 根 源 か ら無 常 な現 象 が 展 開 す る と して も,な ぜ 現 象 は 無 常 な の か,と い う理 由づ け は され

て な い よ うに思 わ れ る。

ウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学 に おい て,こ の ほ か に 重 要 な概 念 は,い うまで もな く 自己 の 本 質 た る

〈ア ー トマ ソ〉(Atman)で あ る。 ア ー トマ ンは,肉 体 とは別 に 実体 視 された がた め に,無 我

を説 く仏教 とは,異 な る こ とが 強 調 され た し,ま た,仏 教 か ら非 難 の対 象 に しば しば され て き

た。 しか し,ア ー トマ ンは,自 己 の 内 省 の 契機 の 役 目を な し,自 己 を ヨ ーガ に よ って 瞑想 す れ

ば,真 実 の 自己 た るア ー トマ ンに 至 る。 そ して,そ の ア ー トマ ンの さ らに 基体 を なす ブ ラ フマ

ンの 存 在 を 想 定 し,つ い に ブ ラ フマ ン と合 一 す る こ とを 唱 え る。 した が って,万 有 の 根 本原 理

た る ブ ラ フ マ ンは,無 限大 と して あ まね く全 宇宙 に遍 満 して い るけ れ ど も,わ た くした ちの感

覚 の外 に客 観 的 存在 と して求 め られ る ので は な く,極 小 た る ア ー トマ ンを 通 じて の み 知 られ る

の で あ る。 いわ ゆ る,〈 梵 我 一 如〉 の境 地 で あ る。 宇宙 の本 質 は,感 覚 を通 じて そ の 向 こ う

側,つ ま り客 観 世 界 に 求 め るの か,そ れ とも,心 の 瞑 想 を 通 じて次 第Y'`内 省 が 深 淵 化 され て 行

き,そ の究 極 の基 底 に 求 め られ るのか,と い うこ とに な る。 ウパ ニ シャ ッ ドは,後 者 を 提 唱 し

た の で あ る が,仏 教 は,こ の 主体 的真 理 の探 求 方 法 を ウパ ニ シ ャ ッ ドか ら学 んだ とい って よい

で あ ろ う。 初 期 ウパ ニ シ ャ ッ ドの 『チ ャー ン ドーギ イヤ ・ウパ ニ シ ャ ッ ド』(B.C.800年 以

降)に,最 初 に梵 我 一 如 を シ ャ ー ンデ ィ リヤの 説 と して,次 ぎの よ うに云 う。

これ こそ心 臓 の 内 に存 す るわ が ア ー トマ ソで あ る。 そ れ は 米 粒 よ りも,あ る い は麦 粒 よ り

きび

も,あ るい は芥 子 粒 よ りも,あ るい は黍 粒 の核 よ りも さ らに 微 細 で あ る。 しか し,ま た 心

臓 の 内 に 存す るわ が ア ー トマ ンは,大 地 よ りも大 き く,虚 空 よ りも大 き く,天 よ りも大 き

く,こ れ らの もろ も ろ の世 界 よ りも大 きい。

一 切 の 行為 を な し
,一 切 の欲 望 を も ち,一 切 の香 を そ な え,一 切 の味 を含 み,全 宇宙 に遍

満 し,無 言 で あ っ て,無 関 心 な もの,そ れ こそ心 臓 の 内 に 存 す るわ が ア ー トマ ンで あ
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ゆ

る。 それ は ブ ラ フ マ ソで あ る。 … … 《中 村 元 訳 》

と,こ の よ うに,瞑 想 の 中 で,ア ー トマ ン(我Atman)と ブ ラ フマ ソ(梵Brahman)の 合 一

す る状 況 を描 写 してい る。 中 村 元 博士 は,こ の こ とに つ い て,〈 この シ ャー ソデ ィ リヤの 立 言

の うち,わ れ わ れ は 「反 対 の 一 致」(coincidentiaoPPositorum)の 思 想 を 認 め る こ とが で き

る。 「絶 対 の もの」 とい うこ とを非 常 に大 きい もの だ と世 人 は 考>xて い るが,じ つ は,わ れ わ

ゆ

れ 各 個 人 の うち に潜 ん で い る もの で あ っ て,そ れ が 絶 対 な る もの で あ る,… …〉 と説 明 せ れ て

お られ る よ うに,ア ー トマ ンを 米粒,麦 粒,芥 子 粒,黍 粒 よ りも小 さい と形 容 し,そ の 極 小 な

る もの が 突然,大 地 よ りも,虚 空 よ りも,天 よ りも大 き 、,・極 大 な る もの に変 容 して ゆ く。 そ こ

は,無 言 な る境 地,す なわ ち,絶 対 の境 地 で あ り,全 宇 宙 に遍 満 す る普 遍 な る性 質,ブ ラ フマ

ンに 外 な らな い の で あ る。 か く して,梵 我 一如 が達 成 す る。

そ の よ うで あ るか ら,永 遠 な る時 間 は,極 小 で あ る ア ー トマ ンを 通 じて の み,認 識 され る。

反 対 に,恒 常 な ブ ラ フ マ ンか ら,無 常 の 現 象 が 展開 す る の も,必 ず ア ー トマ ソを経 由す る。 後

代 の仏 教,す な わ ち,中 期 大 乗 仏 教 の 思 想 で あ る仏 性 論 ・如 来 蔵 論 や 唯識 思 想 に は類 似 した 時

間 論 が 存 在 して い る。 ともか く,恒 常 の プ ラ フマ ー神 か ら無 常 な現 象 世 界 が 展 開す る。 とは い

って も,ウ パ ニ シ ャ ッ ドは,神 で な く万 有 の 原理 か らの展 開 を本 来 説 くの で あ り,ブ ラ フマ ー

神 の意 志 とは い っ て も,キ リス ト教 や イ ス ラム教 の強 固 な神 の意 志 とは,ニ ア ソス を 異 に して

い る。

1-5無 因 無 縁 論

この 論 は,イ ン ドに伝 統 的 に 存 在 して い る輪 廻 と業 思 想 の理 論 づ け を な す 因縁 説,あ るい

は,因 果 説 を否 定す る。 現 象 が 生 起 す る中 に も,ま た 人 間 の生 き方 や 行 動 に 関 して も,何 らの

因 も縁 も認 め な い の で あ る。 こ の無 因 無 縁論 を 支 持 す る 思 想家 と して,雲 井 博 士 は 六 師 外 道

中 で は,ア ジ タ ・ケ ーサ カ ソバ リソ(AjitaKesakambalin)と プ ー ラナ ・カ ッサ パ(P皞ana

Kassapa)と の名 を挙 げ られ,順 世 派 の 一 部 の徒 もこれ に属 す る とされ る。 また,先 述 した 宿

作 因 論 者 の マ ッカ リ ・ゴー サ ー ラ は,無 因 無 縁 論 を 唱>xる 点 で,無 因 無 縁 論 者 で もあ る こ とを
　

指 摘 され てい る。 ア ジ タ の思 想 につ い て,『 長 阿 含 経 』 「沙 門 果経 」 で は,次 ぎの よ うに 叙 述

す る。

こ の よ うに 問 わ れ た と き,尊 師 よ,ア ジ タ ・ケ ーサ カ ンバ リソは,こ の よ うに 私 に 申 し ま

した。"大 王(ア ジ ャー タ ・シ ャ ッ トゥ王)よ,布 施 は 存 在 し ませ ん。 供 犠 は存 在 し ませ

ん。 供 物 もあ りませ ん。 苦 楽 等 の業 に対 す る,の ちの ちの 結 果(異 熟 果)も あ りませ ん。

〔業 の果 報 が な い か ら,〕 今 世 もな く,来 世 もあ りませ ん。 母 もな く,父 も あ りませ ん。

有 情 が化 生 す る こ と もあ りま せ ん し,今 世 や 来 世 で 自 らを 明 らか に 知 り悟 っ て他 人 を 教 え

さ とす よ うな,正 しい 境地 に達 し,正 しい行 を 実 践 す る沙 門 もバ ラモ ン も世 間 に は存 在 し

ませ ん。 有 情 は 四 大 か ら作 られ,死 ね ば,地 の成 分 は地 に還 り,水 の成 分 は水 に還 り,火
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の 成 分 は 火 に 還 り,風 の 成 分 は 風 に 還 り,〔 六 種 の 〕 感 覚 器 官 は,空 無 に 還 り ま す 。 人 び

と は,死 者 を 担 架(=五 体 を 運 ぶ 台)に 乗 せ,火 葬 場 に 至 る ま で 〔死 者 に 〕 こ と ば を 投 げ

か け ま す 。 人 び と が,供 物 を 投 げ 入 れ つ つ,〔 死 者 は 〕 灰 色 の 骨 と化 し ま す 。 〔死 者 に 捧

げ る 〕 布 施 は す べ て 愚 か な 教 え で す 。 人 び と が 如 何 な る願 い ご と を 〔死 者 の た め に 〕 述 べ

よ う と も,そ れ らは す べ て む な し く,虚 妄 で,偽 りの こ と ぽ に す ぎ ま せ ん 。 愚 か 者 で あ っ

て も,賢 者 で あ っ て も,身 体 は 分 解 し,消 滅 し て し ま い ま す 。 死 後 に 何 も の も 存 在 し ま せ

ん"と 。

EvamvuttebhanteAjitoKesa-kambal3mametadavoca"N'atthimah竏靡稻adinnam

n'atthiyitthimn'atthihutam,n'atthisukata-dukkat穗amkamm穗amphalamvip稾o,

n'atthiayamlokon'atthiparoloko,n'atthim穰穗'atthipit�,n'atthisatt竏� 〇pap穰ik�,

n'atthilokesamana-br禀man龝ammaggat龝amm竏麪atippann窕eimancalokam

parancalokamsayamabhinn龝acchikatv穡avedenti.C穰um-mah稈h皦ikoayam

puriso,yad稾稷amkarotipathavipathavi-k窕amanupetianupagacchati,穡o穡o-

k窕amanupetianupagacchati,tejotejo-k窕amanupetianupagacchati,v窕ov窕o-

k窕amanupetianupagacchati,稾龝amindriy穗isamkamanti.Asandi-pancam穡uris�

matam稘窕agacchanti,y穽a�1禀an穡ad穗ipann穡enti,k穡otak穗iatthinibhavanti,

bhassant禀utiyo.Dattu-pannattamyadidamd穗am,tesamtucchammus穽il穡oye

keciatthika-v稘amvadanti.B稷ecapanditecak窕assabhed穹cchijjantivinassanti,

　
nahontiparammaran穰i"

この よ うに,ア ジ タは無 因 無 縁 論 を 唱}xる か ら,布 施 ・供 犠 ・供 物 の効 用 も認 め な い。 また,

業 の 果報 を否 定す るか ら,過 去 世 か ら今 世 へ の 結 果 も,今 世 の来 世 へ の結 果 もな く,父 母 の縁

も,聖 者 の正 道 に対 す るさ と り ・涅 槃 とい った 果報 もな い。 有 情 は地 ・水 ・火 ・風 の 四 元 素 か

ら作 られ,死 ね ば それ ぞれ の元 素 に還 るの み で,何 も残 らな い と主 張 す る。 彼 れ の 思 想 は,過

去 → 現 在,現 在→ 未 来 へ の何 らの影 響 も,連 続 性 も認 め ない 。 この こ とか ら,唯 物 論 者 で あ

り,刹 那 主 義 者 で あ る こ とが わ か る。

つ ぎに,プ ー ラナ ・カ ッサ パ の説 も,ア ジ タの説 と同 じ く,布 施 ・祭 祀 の 功徳 を否 定 し,ま

た,善 業 が 必 ず し も善 果を もた らさず,悪 業 が 必 ず し も悪 果 を もた らさ ない 立場 で あ る。 した
　

がって,彼 れもまた,社 会倫理を無視し,道 徳を認めない論を展開する。

シャーキャムニ仏陀が出現されたころのイン ド,つ まり,紀 元前4世 紀乃至5世 紀代のイン

ド思想界においては,『 梵網経』に く六十二見〉 と言った表現で,さ まざまな哲学 ・宗教が乱

立 した時代であったことを記 しているが,結 局,以 上見てきた ような,宿 作因論 ・尊祐造論 ・

無因無縁論に現象や人生に対する見解は集約されると経典は伝えている。しかし,こ れ らいず

れの論理も,人 間の努力が結果 として結ばれる余地をもたない見解であると云わ ね ばな らな

い。仏教は,当 時の雑多な思想界のなかにあって,上 記の`ような外教の見解とは異なったオ リ
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ジナル性を主張 したわけであるが,こ の 〈オリジナル〉 とい う点でもっとも重要な理論が,縁

起であるといってよい。縁起と言 う理論がどのように,上 の三つの思想と異なるかについて,

つぎに見ることにする。

2.仏 教 におけ る縁起論

2-1原 始仏教の縁起論

シャーキャムニ仏陀の時代には,イ ンドの思想界は,ヴ ェーダ ・ウパニシャヅド・パラモソ

教の流れをくむ正統バラモソ主義と,六 師外道に代表される非正統バラモン主義との二大潮流

に区分されるが,仏 教はこのいずれの説 も退けて,独 自の思想を打ち立てようとした。正統バ

ラモソ主義に対 しては,無 我説をもってブラフマソとアー トマンの説を退けた。また,六 師外

道の概 して,極 端で,唯 物論的な傾向に対 しては,両 極端を否定する中道をもって対処 した と

も言い うる。ともかく,こ れ らいずれの異教に対して対処 し,仏 教独 自の立場を宣揚する論理

は,縁 起である。 しかし,縁 起は,ま た,法 中心主義の立場でもある。すなわち,法 はすべて

縁起の理に対応しているとするか らである。r雑 阿含経』巻第12に は,仏 は,比 丘の質問に対

してこのように答えて云 う,

仏,比 丘に告げたまわ く 《縁起法なるものは,我 が所作に非ず,亦 た余人の作にも非ず,

然 も彼の如来出世するも及び未だ出世せざるも,法 界に常住せ り。彼の如来は自ら此の法

を覚 りて,等 正覚を成 じ,諸 の衆生の為に,分 別し演説 し,開 発し顕示す。所謂此れ有る

が故に彼れ有 り,此 れ起こるが故に彼れ起こり,謂 わゆる無明を縁じて行あ り,乃 至純大
　

苦聚集まり,無 明滅するが故に行滅し,乃 至純大苦聚滅す》 と。

ここに,縁 起法は,仏 の作ったものでもないし,ま た,他 人の作ったものでもない。また,縁

起の理法にしたがって,展 開する一切法は,如 来がこの世界に出現するも出現せざるも,関 係

なく縁起の根拠たる法界は常住である。如来はただこの縁起の理法を悟ったに過 ぎない,と 自

ら明らかにする。 この如来の発言は,い ずれの他教 とも異なった 仏教の独自性を強調 してい

る。 さらに,法 界常住の法は,縁 起を離れてないことを明らかにしていると言える。縁起法が

自作,他 作でないことによって,ブ ラフマー神の所作とする尊祐論を否定し,ま た,過 去の因

果にもとついて,す べてが決まるとする宿作因論 と,何 の因果も認めない無因無縁論 とを,縁

起論を根拠にしていずれも退けるのである。

先述した ように,仏 陀が,さ とりに際して観想されたのは,十 二縁起で あった とされてい

る。 この縁起は,有 情に関しての迷いの生存と,そ れ らが滅してゆく次第を明示した縁起説で

あるが,こ の理法を一切現象にまで その適用範囲を拡大 したのが,先 述した く縁起の型〉と

か,〈 縁起の定型句〉 とか,呼 ぼれている縁起である。すなわち,

これあるとき彼れあ り,こ れ生ずるより彼れ生ず。

これなきとき彼れなく,こ れ滅するより彼れ滅す。
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imasmimsatiidamhotil[imassupp稘稱damuppajjatiil 　
imasminasatiidamnahotiIIimassanirodh稱damnirujjhatiU

とい う定型句で,表 現されている縁起である。 ここに云 う 〈これあるとき彼れあ り……〉の表

現形式は,現 象内に存在する物質,あ るいは精神としての,〈 もの〉と 〈もの〉の関係を云っ

ている。

〈もの〉 と 〈もの〉との関係は,一 様ではない,実 にさまざまな関係があるはずである。実

際,こ の世界には,無 限に近い時間的展開と,無 限に等 しい空間的広が りが存在する。また,

世界の内部には,物 質的存在(色 法)も あれば,心 の領域の存在(心 心所法)も あるし・構造

的には,極 微の構造か ら巨大組織の構造に至るまで,重 層的V'`構成されている。そして,こ れ

らさまざまな関係が複雑微妙に関係し合い,重k無 尽の様相を織 りなしているのが,わ たくし

たちが居住す る,こ の現実世界である。これらの中に存する多様な関係をひっくるめて,〈縁〉

(pratyaya,pratitya),あ るいは,因(hetu)と 云っているのである。 少しく具体例をあげれ

ば,〈 親〉と 〈子〉の関係は,一 見親が子より先に存在 しているかに思えるが,親 は子どもが

生まれたとき,親 と呼ばれるのであって,親 子の関係セさ,時 間的な前後の区別が入 り込むこと

のない,純 粋な論理的関係である。 〈有〉と 〈無〉や,〈 赤〉 と 〈白〉・〈黒〉などの色も互い

に否定し排除することによって存在する相対的関係である。有は,無 の反対で経験的には,有

か無のどちらか一方であって,両 方同時にはあ りえない。赤の色 も他の白 ・黒 ・黄色……を排

除することによって,赤 のイメージが生 じて来る。これらも否定を媒介 とした相対的関係であ

る。人と人の信頼関係は,お 互いに影響を及ぼし合 うから因果同時である。あるいはまた,阿

頼耶識に蓄え られた業の種子は,外 界の現行に影響を及ぼすが,一 方現行もあ らたな因を種子

に植え付ける(す なわち,熏 習するか ら),互 いに因果同時の関係にある。 生命は,両 親,先

祖の過去の因を引くと同時に現在において,生 命を維持持続せ しめる水 ・食物等の自然的恩恵

の外,多 くの人びとのおかげのといった無数の縁によって,存 続する依存的関係にある。すな

わち,生 命は時間的因と空間的縁に結ぼれて持続されている。種子 と芽は,明 らかに因果関係

であって,種 子は時間的芽に先行 して存在する因で,芽 はその果である。業について言えぽ,

善因に縁って楽果を,ま た,悪 因に縁って苦果を結び,異 時に異質の結果を結ぶ(す なわち,

異熟の)因 果関係である。 このように,縁 起 といってもそれぞれの状況によって,さ まざまな

関係性を結んでいる。後代の有部は,六 種の因 ・四種の縁 ・五種の果(六 因 ・四縁 ・五果)を

想定 し,そ れぞれが関係し合 う縁起を考えていたことを 『倶舎論』中に記述されている。

【縁起は論理的関係であるとする説】原始仏教における,も のとものとの関係は,因 果律的関

係ではなく,相 対性 ・相依性の意味である,と する見解は,多 くの学者が認めているところで

ある。た とえば,和 辻哲郎博士は,「 縁 と所依 とを同義に解 〔して〕……所依 とは明らかに論

理的な根拠の義であって,時 間的存在的な原因の意味ではない」とも,あ るいは 「縁起関係が
が

法 と法 との間 の依 存 関 係 で あ る」 と も解 説 され て い る。 換 言 す るれ ば,〈 一 つ の系 〉,つ ま り,
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わ た く した ちが,或 る一 つ の物 体,あ るい は,一 つ の 事 象 に つ い て関 心 を 寄 せ,そ れ が 時 間 的

経過 に伴 って,ど の よ うに 変化 し,ど の よ うに あ らた な現 象 が 展 開 して行 くのか とい う,因 果

関係 を説 明す る こ とに,縁 起 の意 義 が あ るの で は な く,法(も の)と 法(も の)と が 存 立 す る

の は,互 いに 依 存 的 関 係 に よっ て成 り立 って い る,と い う理 を 明 らか にす る こ とだ,と い う見

解 で あ る。

【法界 縁起 説 】 平 川 彰 博 士 は,『 相 応 部 経 典 』 に 説 か れ る十 二縁 起 の意 味 を 中心 に 考 察 され,

〈法 界 〉 が 〈縁 起 の 法 〉 と同義 に 用 い られ て い る こ とに 注 目され,〈 縁 起 〉(prat3tyasamut・

pada)を 〈界 〉(dh穰u)と み な して お られ る。 そ し て,縁 起 が 界 で あ る こ とにつ い て,こ の

よ うに説 明 され て い る。 《無 明 を縁 として 行 が あ る とい う,そ の 両 者 の 〈関 係 〉 を言 うの で は

な く,行 が生 ず るた め の 〈縁 とな る無 明〉 の く力〉 を い うので あ る。縁 と して の無 明 の 力が 縁
　ビ

起 で あ り,こ れ が 界 で あ る… …》。 こ の場 合 に は,無 明が 界 とな って 行 を 生ず る 力 で あ り,そ

こに 因 の 意味 が あ る とみ な され るが,こ の よ うな法 則 は,心 理 的 な 場 合 に だ け適 用 され る の で

はな く,野 に 咲 く一 輪 の 花 も界 か らの 力 に よっ て,す なわ ち,縁 に よ って 起 こる の で あ る。 し

た が って,そ れ が 縁 起(pratityasamutp稘a)な の で あ る。 この よ うに縁 起 は,界 といわ れ る

根 拠 か ら生 じて くる 力で あ り,生 じ た も の が 縁 已 生 法(pratityasamutpanna-dharma)と な

る。 した が って,縁 起 は も のを 生 じさ せ る 力 で あ り,未 だ 見 え ない 隠 れ た 部分 で あ る。 これ に

対 して,縁 已 生 法 は,す で に 〈もの〉 として 現 れ 出 た 状 態 で あ って,無 常 な る存 在,す なわ

ち,有 為法 で あ る とい う。 平 川 博 士 は,こ の 〈界 〉(dh穰u)は,原 始 仏 教 経典,す なわ ち,

『相 応 部 』 第12「 因縁 相 応 」 第20経 に 存在 す る こ とを 明示 され て,や が て 界 は 部派 仏教,さ ら

に大 乗 仏 教 に受 け継 がれ て行 くの で あ る が,原 始 仏 教 にお け る 〈界 〉 の意 味 を,《 〈界 とは因

の義 〉 と もい われ,或 い は 〈種 族 〉(gotra)の 義 と もい わ れ,山 中 に金 ・銀 ・銅 ・鉄 等 が か く

され て い る こ とに喩 え られ てい る。即 ち 〈界 〉 とは,自 性 を持 つ 実 在 で,自 己 の 固 有 の 力 を失

わ ず,縁 に応 じて結 果を 生 み 出す もの で あ る。 した が って縁 起を,現 象 か ら遊 離 した 法則 と考
ゆ

えるのは,原 始仏教の縁起観には適さない。 存在にそなわる法則的な力が縁起である。》 と,

記述されている。 このように,一 切法の展開の根源たる 〈界〉が十二縁起と同等とみなされ,
おき

やがて唯識思想における阿頼耶識や,如 来蔵に受け継がれて行 く源流をなすとい う。しかし,

この 〈界〉は因の意味であるが,い わゆる 〈第一原因〉 とい うごとき実体ではない。 また,

〈界〉があらゆる存在に優先する第一原因,一 切万物を出生する根本実在とい うごときものと
おむ

考えられているのでもない。 〈界〉は他の法を生ずる縁となるが,し かし他の法を縁として界

が生ずるのでないとされ るから,界 は一切法の根拠であ り,人 間や世界 とある程度切 り離され

た,自 立性あるものであるが,そ の性質は無常であ り,究 極的実在 とはみなされていなかった
おの

とい う。

こ の よ うな 解釈 で の 縁 起 は,「 無 明に 縁 りて 行 あ り…… 」 とい った よ うな,お た が い の支 分

が相 依 性(idappacchayat�)と してあ る関 係 で あ る。 しか し,十 二 縁 起 の支 分 同士 の相 互 依 存
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関係には,時 間性は存在 しない。 平川博士は,縁 起の相依性に,時 間的関係も認めておられ

る。すなわち,迷 いから悟 りへの進歩は,迷 いが悟 りに変わ り,悪 が善に変わることであ り,

そこに く質的転換〉がある。この質的変換は,後 戻 りのない一方的進行である。 したがって,

ここに時間が存在するわけである。しかし,真 理の世界には時間は存在 しない。迷妄の世界に

も本質的にはこれと同じであるべきであ り,そ こには時間を設定するにしても,そ れは 〈方

便〉であるとみなしておられる。そして,十 二縁起としては,相 互依存の関係の方が,一 方的
ぢロ

な前後関係よりも優勢であるとされている。また,縁 起の相互依存の関係とは,〈 中道〉であ

って論理的関係ではない,と の立場に立ってお られる。

2-2縁 起の時間性

以上のようであるか ら,縁 起の理法,す なわち,

これあるとき彼れあ り,こ れ生ずるより彼れ生ず。

これなきとき彼れな く,こ れ滅するより彼れ滅す。

と言い表される謂わゆる 〈縁起の型〉そのものは,〈 もの〉と くもの〉との相互の関係を表す

形式であって,時 間性を含むものではない。それでは,縁 起に時間性は存在しないのか,と い

えば決 してそ うではない。

まず第一に,仏 陀は,法 を悟 られたとも言われ,ま た同時に,縁 起を悟 られたとも言われ る

ように,法 と縁起は一体である。だか ら,縁 起に相応する場合にのみ,法 と呼ばれ得るのであ

って,換 言すれば,縁 起の内実は法であるといってもよい。その よ うで れば,諸 行無常 ・諸

法無我 ・涅槃寂静の三法印,さ らに一切皆苦を加えた四法印のすべての法は,縁 起と矛盾す る

ものであってはならない。ここで注意しなければならないのは,一 切皆苦 ・諸行無常の法と,

および諸法無我の一部の法は,後 世 〈有為法〉(samskrta-dharma)と 呼 ぼれ る無常法であ

る。 これに対して,諸 法無我の一部 と涅槃寂静の法は く無為法〉(asamskrta-dharma)で あ

って,こ の法は破壊,消 滅することのない,不 死 ・永遠の法である。 したがって,縁 起は,時

間的には無常法にも永遠の法にも適用される両面性を有 した法則 といわねぽならない。と,い

うよりむしろ,無 常法→永遠法に,永 遠法→無常法へと質的転換をなさしめる作用としての法

則が,縁 起と言われるのである。そ うでなければ,仏 陀は,縁 起の理をさとって,業 苦からの

解脱も,涅 槃の境地に到達することも,ま た,真 理に至 るさとりの智慧の獲得もなかったはず

である。ともかく,縁 起には,か かる無常法と永遠法を相即せしめる効力をもっているのであ

る。 それでは,な ぜ縁起は,無 常法が永遠の法へと質的変換を可能にするのだろ うか。 それ

は,縁 起の法則が,一 切法を順観 と逆観を繰 り返すことによって,有 情を 《主体化》の方向へ

と導 くからである。 さきに,初 期ウパニッシャッドに,無 限であ り永遠である宇宙の本質と合

一するのは,ヨ ーガの瞑想中に,極 小であるアートマンを媒介とすることによって,唯 一可能

であるのを見た。 この方法も一つの主体化である。アー トマンという主体を通路として万有に

一15一



文 学 部 論 集

迫ろうとするからである。 仏教の場合には,縁 起の生起する依止である 〈界〉(dh穰u)に 有

限と無限が合一する根拠の源流を見るのであ り,や がては,そ れは阿頼耶識や如来蔵へと発展

して行くのである。このうち,不 死 ・永遠の法たる無為法と縁起との関係,お よび法の無常 と

永遠の性質を相即せ しめる縁起の効用性については,い ずれ永遠の時間の章で考察することに

する。そこで,当 面は,無 常法,つ ま り有為法 と縁起 とにおける時間性を中心に考察す ること

にする。

2-3〈 行>samsk穩aと 〈縁 起〉

龍 樹 は,法 と縁 起 につ いて,『 中論 』 第24章 で次 の よ うに言 う,

縁 に よ って生 起(=縁 起)し な い法 は,何 一 つ無 い。

apratltyasamutpannodharmokascinnavidyateU(第24章,19偈 前半)

と。 そ うで あ るか ら,現 象 の 生 滅 変化 は,す べ て縁 起 の法 則 に順 うこ とに な る。 と ころ で,い

っ さい 有 為法 が無 常 で あ る,と い う事 実 を 〈諸 行無 常 〉 と表 現 してい るが,〈 行 〉(samsk穩a)

とは,心 身 や現 象 の 《形 成 力》を 意味 し,ま た,そ れ は 《変 異法 》(Sk.=viparin穃a-dharma;

P1・=viparin穃a-dhamma)で もあ る。 こ の点 に つ い て は,前 回 に す で に 論 じた と ころ で あ る

おゆ

が,行 に無常の性質があるとい うのは,有 情の心身や山川草木の自然現象を形成し,変 異せし

める力を秘めているか らであった。この論拠を 『倶舎論』 でみ るな らば,「 行を造作に名づ
にの

く。」(「分別界品第一」)と表現 している。 〈行〉が無常法である有為法をつくり出すからで

ある。 さらに,「 色,心 等の諸行の生ずるときは,必 ず有為の四相 と倶起す」(厂分別根品」

第二の二)と のべて,作 り出された色や心は,四 相,す なわち生 ・住 ・異 ・滅のいずれかの法

と結びついて刻々に変化する。 生 ・住 ・異 ・滅は,〈 もの〉の場合であるが,有 情には生 ・

老 ・病 ・死が結びつ く。しかも生→滅,生 →死へと一方向の変化であって,そ の逆はない。 も

のであれ有情であれ,一 様に変化せしめる力を行は秘めている。そこにあきらかに時間の矢が

認められる。こうした行にもとつく遷流の作用は,す べて縁起の法則に基づいていると仏教は

考える。有部も縁起を認めているから,当 然有為法は,縁 起法であることを認めているが,法

は過去の領域か ら現在に一瞬間だけとどまって,未 来に落謝するとい う特殊な縁起論を展開す

るので,わ か りに くい。

縁起 と行(無 常)の 関係を 『大智度論』中に求めるならば,巻 五十二には,

無常は即ち是れ動相な り。即ち是れ空相な り。一切法も亦た是の如 し。……色は因縁 より
おカ

生 じる ので あ れ ば,自 性有 る こ と無 く,常 に空 相 な り。

と述 べ てい る。 こ こで は,一 切法 が 無 常 で あ る とは,変 化 す る性 質(動 相)を 持 って い る か ら

で あ って,そ れ は また,一 切法 の空 な る性 質 に帰 結 す る,と 述 べ る。 変 化 す る性 質(動 相)と

は,法 に 〈行 〉(samsk穩a)の 性 質 が あ るか らに ほか な らない 。 この 〈一 切 法 の無 常,動 相,

空 相 〉 の叙 述 は,後 に っ つ く色 等 の法 は縁 起 生 で あ るか ら無 自性,空 相 で あ る と述べ る法 の説
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明と同じである。つまり,諸 法の無常,動 相は,縁 起によって生ずる法(=無 自性 ・空相)と

同義なのである。しかも縁起生 とは,

諸法は和合生にして,自 性あること無し。五衆等の法,及 び六波羅蜜等の善法を和合し,

是れより菩薩の名字を出すが如 し。是の菩薩は,作 法に従い衆法和合 して生ずるが故に,

一法の生ずる所に非ず。是れを以っての故に仮名と言 う。是の衆法 も亦た和合の辺より生
ゆ

ず。

と述べるように,一 つの法から他の一法が生起するのではない。多 くの法が和合してあ らたな

法が生まれるのである(諸 法和合/衆 法和合)。 ここに言 う,〈 諸法和合〉,あ るいは,〈 衆法

和合〉とは,〈 衆縁和合〉 と同意味である。すなわち,多 くの法を縁 として,い ままでに無か

った法が生起する。たとえば,芽 は種子を因として生ずるが,種 子だけでは芽に成長しない。

太陽光 ・空気 ・土壌 ・湿気 ・温度 ・種を運ぶ自然の作用(風 や鳥,小 動物など)あ るいは,種

を植える人の行為等,多 くの縁が和合して,あ らたな芽を生起せ しめる。すべての現象は,数

限 りない因と縁に支えられて生 じ,持 続し,変 化し,消 滅して行 く。このように,お 互いに依

存関係を結び合いながらあらたな展開をしてゆ く現象のあ り方が 〈縁起〉であ り,現 象を絶え

ず展開せしめる力が く行〉である。こうして,現 象が展開して行 く中に生→住→異→滅へと,

また,有 情の場合には生→老→病→死へと推移する不可逆的時間の流れが存在する。

2-4十 二 縁 起 にお け る時 間

時 間 的 観 点 か ら言 うと,十 二 縁 起 の支 分 を 二 つ に分 け る こ とが で き る と考 え る。

① 第 一・の グル ー プ:無 明 ・行 ・識 ・名 色 ・六処 ・触 ・受 ・愛 ・取 ・有

② 第 二 の グル ー プ:生 ・老 死

これ は,た だ 前 の十 の支 分 と最 後 の 二 つ の支 分 に分 けた に 過 ぎ な い が,時 間 的 に分 け る と可

能 で あ る。 ① に 属 す る グル ー プ の 各支 分 は,人 間 の 内面 的 構 成 要素,な い しは そ れ と何 らか

の 関 わ りを もつ 構 成 要 素 で あ る。 こ こで は 内的 領 域 と 呼 ぶ こ とに す る。 と ころ で,〈 名 色 〉

(n穃a-r皂a)は 心 身 を 意味 し,色r穡aは,身 体 だけ で な く,一 般 の 物 質 を も意味 す るが ・

この 場 合 に は,心 と分 離 し ない 身体,い わ ゆ る生命 体 を い うか ら,現 象 界 に お け る 生命 を伴 わ

な い 物体 を 意 味す る の で は ない 。 また,行(samsk穩a)は,こ こで は 身 口意 の三 業 で あ る と考

え られ て い るが,こ の うち,身 業 も また,意 業 と分 離 で き ない 行 為 で あ る。 と もか く,人 間 の

内面 的要 素 は無 数 に存 在 す るで あ ろ うが,そ の 中 の代 表 的 な 要素 を支 分 の法 と して,取 り上 げ

た の で あ る。 ② の グル ー プは,現 象 に関 す る経 験 か ら得 られ た 要 素 で あ る。 〈生 ・老 死 〉 と

は,詳 し くは 〈生 ・老 ・病 ・死〉 の こ とで あ る。 人 間 の 生 き方 や 人 生 観 は,実 に さ ま ざ まで

あ り,各 人 各 様 で あ ろ うが,し か し,人 間 生 存 を 〈生 ・老 ・病 ・死 〉 とす る点 では 万 人 に 等 し

く,一 様 に認 め られ る と ころ で あ る。 だ か ら生 ・老 死(あ るい は,生 ・老 ・病 ・死)は,客 観

的 事 実 で あ り,現 象 の 一部 で あ る。 この こ とか ら言 え る こ とは,ま ず 第 一 に 前 者 の 法 は,内 的
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領域の法である。これに対 して,後 者は,外 的領域(心 身の外側)に 属する法である。 したが

って,前 者,す なわち,〈 無明 ・行 ・識 ・……取 ・有〉までの支分 と,後 者の 〈生 ・老死〉と

は,内 的領域と外的領域と言 う対立関係にある。

第二に前者と後者では,時 間に関 して,全 く性質を異にしている。すなわち,内 面的考察に

は,時 間的前後関係は存在 しない。思考は自由に前に進めることもできるし,ま た突然振 り出

しに戻ることもできるからである。 もっとも,論 理的な考察)'YYI_は,思考の必然的進行が認め ら

れるであろう。 〈すべての動物は死すべき存在である。人間は動物である。故に人間は死すべ

き存在である。〉とい うような,論 理的考察には,結 論に向かって思考を導いて行 く必然性が

ある。 しかし,こ れも絶対的ではない。その気になれば途中で考察をやめることもできるし,

振 り出しに戻ることもできるからである。これに対して,外 的領域における現象は,後 もどり

不可能な時間の矢に支配されている。だか ら,現 象の一部である生 ・老 ・病 ・死は,不 可逆的

である。

第三に言>xる ことは,〈 生 ・老死〉の支分は,客 観的,経 験的事実である,と いったが,十

二縁起においては,相 互の支分を順観 ・逆観をめ ぐらすにしたがって,し だいに 〈生 ・老死〉

も思考の中に繰 り込まれて行 くことになる。 た とえば,〈 なぜ老死があるのか,生 があるか

ら。 なぜ生があるのか,有 があるから。 ……〉と,縁 起の十二支を省察するとき,〈 生 ・老

死〉は,客 観的事実ではなくなって,思 考の中の一過程に組み込まれてしまっている。したが

って,も はや,そ こには時間性は失われている。これに対して,現 象世界における 〈生 ・老 ・

病 ・死〉は,時 間の矢に順って,生 →老→病→死と水平方向に推移する一方 通行 的行程 で あ

る。もちろん生老病死のそれぞれは,無 数の縁に支えられて生 じ,持 続し,自 ら因 となって多

くの縁と和合して,次 の段階へ と変異 して行 くのであるか ら,一 つの支分が縁の助けもなく,

次の支分に変わるのではない。これに対 して,老 死か ら無明,も しくは,無 明から老死に至る

までの内的世界の省察が,ま すます深め られて行けば,そ れにしたがって時間性は次第に薄れ

て行 く。謂わぽ,十 二縁起の順観 ・逆観は,垂 直方向に深化して行く行程である。思考が深め

られて行けば,内 的領域 と外的領域,主 観 と客観の区別を超えて,主 体化されて行 く。すなわ

ち,〈 生 ・老死〉 と く無明 ・… ・有〉の区別が融解してゆ く。 〈主体化〉 と言 うことは,仏 教

では 〈中道〉と言 うことばで表されている。

以上のごとく,十 二縁起の原初的段階,つ まり,順 観 ・逆観の省察がなされる以前の段階に

は,外 的と内的領域の二種の支分に色分けされる。前者,す なわち,生 ・老死は現象世界の不

可逆的時間にさらされるから,必 然的に生→老死へと推移する。この変化こそ,先 きに述べた

ように 〈行〉(samsk穩a)を 原動力となしている。 ところで,内 的領域である く無明 ・行 ・

識 ・名色 ・……生 ・老死〉のなかには,全 く時間の性質が存在しないのかと言>xば,そ うでは

なく,第 二支の 〈行〉(samsk穩a)が 存在する。しかし,こ の 〈行〉は,r相 応部経』 「因縁

相応一仏陀品」に
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行 とは何 か。 す なわ ち,こ れ ら三 行,身 行(k窕a-sankh穩a)と 語 行(vaci-sankh穩a)と

ゆ
心 行(citta-sankh穩a)で あ る。

と記 して い る。 こ の行 は,現 象 世 界 を 変化 させ る 力 で は な く,有 情 の 身 業 ・口業 ・意 業 の三 業

と同 義 と解 され て い る。 平川 彰 博士 は,こ の 〈行 〉 につ い て,こ こで は,ま だ 業 と まで は いわ

れ て い ない が,何 ほ どか の 業 の 意味 が加 味 され て い る と指 摘 して か ら,つ ぎの よ うに 解説 して

お られ る。

識 が 了 別 を 行 う背 後 に,識 の 了 別 に,善 悪 の倫 理 的 な方 向性 を 与 え る力 と して,身 行 ・語

ゆ
行 ・心行の存在が考えられる。それを 「行を縁 として識あ り」 と表現したと考える。

このようであるから,十 二縁起中の 〈行〉は,識 の背後にあって識が了別とい う作用をなす

とき,善 悪の方向性を与える力としてのはた らきを演じる。 しかし,行 といっても,〈 無明に

縁って行あ り〉 といわれるか ら,無 明に染まった行である。 ともか く,〈 行〉はわた くしたち

の意識の底から発動 し,わ た くたちに善や悪の意志(意 業)を 作 り出し,さ らには,身 体的行

為(身 業)や 言葉(口 業)を 生み出すもとになる。外的領域においては 〈行〉は,自 然現象を

作 り出し,変 化せ しめる力であったが,十 二縁起中の く行〉は,有 情の内側から身 口意の三業

を生起せ しめる力である。

さらに,五 蘊中にも行が存在する。すなわち,色 ・受 ・想 ・行 ・識における 〈行〉である。

十二支における 〈名色〉(n穃a-r�a)中 の 〈名〉には,二 種の解釈の仕方があって,一 つは

名を受 ・想 ・思 ・触 ・作意に当てはめる考え方 と,他 の一つは,五 蘊中の受 ・想 ・行 ・識に当
ビさ

てる考え方がある。もし,後 者の意味に く名〉を解するならば,心 の領域における 〈行〉も十

二縁起に含まれることになる。 ともか く,五 蘊は,心 身の構成要素であって,こ れ らの要素が

仮和合して有情を生み出す。 この場合の 〈行〉は,心 の構成要素のひとつ と考えられており,

主に 〈思〉(cetan�)の はたらきをしていると解されている。 『倶舎論』第4巻 に 《思 とは謂
くゆ

わ く,能 く心をして造作することを有 らしむ。》 と記すように,〈 思〉 は,心 の本源から起こ

り心を活性化し,心 にさまざまな作用を生ぜしめるが,特 に意志作用(意 業)を 起こさせる。

以上のように,こ れ ら三種の 〈行〉は,〈 現象 ・有情 ・心〉の領域にわたって,こ れ らを活

性化せしめる作用をもっている。それぞれの行は,作 用する領域を異に しているか ら,孤 立し

た個々別kの 存在 とみなすべきではな く,む しろ本質的に同一存在と考>xる べきである。宇宙

の本源から発生 した く力〉(=行samsk穩a)が 自然界にあっては千変万化の現象を刻ましめ,

有情にいのちのはた らき(=業)を 賦与し,心 に識の転変を生起せしめる。こうして,わ たく

したちの世界は,す べていきいきとした時を刻むことになる。しかし,思 考作用は,過 去にも

未来にも自由に及ぶことができるので,可 逆的でなければな らない。つま り,現 象のように過

去→現在一a未来へと一方向を進むのではない。また,行 為(=業)も 自由意志に基づ く場合に

は可逆的である。たとえば,人 は一方の方向に進むこともできるし,思 い直して逆方向に引き

返すこともできるからである。このように,有 情の内面的領域は,可 逆的であるが,思 考や自
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由意志の作用 自身は,現 象の一部であるか ら非可逆的でなけねぽならない。

ところで,生 命が棲む,わ た くしたちの世界を見渡すせぽ,確 かに,す べてが活動し変化 し

ている。 山河大地 も,風 ・水も,草 木 ・鳥 ・魚 ・昆虫 ・動物 ・人間も,ゆ るやかに活動 した

り,あ る場合には,す ばやく反応 し動 く。すべては季節や年月がめぐるごとに変化してい く。

さらにわたくしたちの内側に有る細胞 ・臓器 ・思考 ・精神も常にいきいきと活動し,変 化 して

いる。だから,精 神や物質の区別無 く,こ れ らを一様に活性化せしめる宇宙の力が存在するは

ずである。この力を科学は,秩 序か ら無秩序化へ と移行するエネルギーの流れとし,そ の法則

を 〈エン トロピーの法則〉 と考えている。仏教では,こ の力を 〈行〉(samsk穩a)で あるとな

し,そ の法則を 〈縁起〉であるとみなしている。 しか し,仏 教は,但 だ単に現象の法則化に満

足 したのでもないし,そ うすることが究極の目的でもない。 この生命世界に内在する,す べて

の物質 と精神を貫く宇宙の力は,創 造の源泉でもあるし,く わえて,有 情の 〈いのち〉 と,有

情が住する 〈世界〉を支え持続せ しめる力でもある。 しかし,そ の力は,わ た くしたちにすべ

てにわたって恩恵を与えるのではなく,一 方で時間の矢とい う後戻 り不可能な運命に従属すべ

きことを強制する。 この面で仏教 も有情については 〈生 ・老 ・病 ・死〉を,も のについては

〈生 ・住 ・異 ・滅〉とい う運命論を容認せざるを得ない。しかし,最 も肝要なことは,あ らゆ

る 〈もの〉は離散生滅し,自 分のいのちは死をもって終焉する,こ の冷厳な事実を,ど の よう

に受け止め,ど のように乗 り超えてゆくか,と い う問題である。十二縁起の場合は,こ の問題

を 〈老死 ・生〉と 〈有 ・……識 ・行 ・無明〉 といった,外 ・内といった領域に二分化せずに瞑

想の中で,外 でもなく内でもない,中 道の領域へ と 〈主体化〉 してゆ く。 最終的にその修道

は,不 死 ・涅槃寂静の境界をめざすのである。このように,〈 縁起の型〉 と呼ばれる,

これあるときかれあ り,こ れ生ずるよりかれ生ず。

これなきときかれなし。 これ滅するよりかれ滅す。

と言 う記述には,以 上のような意味が込められていなければならない。したがって,〈 これあ

るときかれあ り,こ れ生ずるよりかれ生ず。云k>と い う関係は,〈 もの〉の生滅変化する時

間的な,あ るいは,空 間的な関係を言い表 しているにとどまらず,さ らに進んで主体化への道

も含まれている。そ うであれば,十 二支縁起において,〈 生 ・老死〉の支分の代わ りに 〈生 ・

老 ・病 ・死〉に置き換えられるのはもちろんのこと,法 の領域を拡大して 〈もの〉(;物 質)

にまで拡大すれぽ,こ の場合には,〈 生 ・住 ・異 ・滅〉の支分に置き換えられ うる。 もちろ

ん,こ の場合,無 明か ら取 までの支分は,も のの観察者 としての有情である。 しかし,経 典に

はそのような記述は存在しなが,〈 これあるときかれあり……〉 とい う 〈縁起の型〉 に は,

〈もの〉も適用して考察されるから,逆 に十二支縁起の最終部分に 〈生 ・住 ・異 ・滅〉が挿入

されてもまった く意味をなさないとい うことではない ように思われる。むしろ,〈 縁起の型〉

が成立する背後に,十 二支縁起の第十一・・十二支に,物 質の変異を表す 〈生 ・住 ・異 ・滅〉に

置換可能なことを示唆しているものと言える。ところが,大 乗仏教になると,有 情の縁起(=
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十 二 縁 起)と,も の に 関 す る縁 起(=縁 起 の型)と に 使 い わ け る こ とな く,

縁 起 で あ る もの を,す べ て空 性 で あ る,と 説 く。

yahpratityasamutp稘ahｧ甁yat穃t穃Pracak§maheU(r中 論』24章18偈 前半)

とか,あ るい は,
くあ

皆な是れ因縁和合生の故に自性無し。自性無き故に畢竟空な り。(r大 智度論』巻35)

と表現されるように,有 情や物質 ・心(色 法 ・心心所法)な どの区別な く,一 様に 〈縁起〉 と

して捉えて,そ の本質が即ち空であると規定す る。

2-5外 教に対す る縁起の独 自性

これまで述べてきたことは,シ ャーキャムニ仏陀当時に存在したインドのさまざまな宗教 ・

哲学を,仏 教は 〈宿作因論〉・〈無因無縁論〉・〈神意論〉の三つに類型化 して捉え,そ れに対向

する立場として,仏 教は 《縁起論》をもって思想基盤 とした。 すなわち,先 述した 『雑阿含

経』に言 うところの,《 縁起法なるものは,我 が所作に非ず,亦 た余人の作にも非ず,然 も彼

の如来出世するも及び未だ出世せざるも,法 界に常住せ り。彼の如来は自ら此の法を覚 りて,

等正覚を成 じ,諸 の衆生の為に,分 別し演説し,開 発し顕示す。所謂此れ有 るが故に彼れ有

り,此 れ起 こるが故に彼れ起こり,謂 わゆる無明を縁 じて行あり,乃 至純大苦聚集ま り,無 明

滅す るが故に行滅 し,乃 至純大苦聚滅す》 という記述にたんてきに表 されているごとく,縁 起

の理法は如来の出世するも未だ出世せざるも法界に常住する真理である。このことは,《 縁起

を見るものは法を見る。法を見るものは縁起を見る》(『 中阿含経』 「象跡喩経」)に 通 じる表

現である。すなわち,世 界はデタラメにあるのでもないし,す でにあ らゆる運命が決定されて

いるのでもなく,ま た,神 の意志によって展開しているので もない,す べて現象は縁起という

法則性にもとついて展開している。それ故に 〈縁起論〉は,〈 宿作因論〉・〈無因無縁論〉・〈神

意論〉を主張する外教とは,一 線を画する立場なのである。

また一方で,次 のような事態 もまた言い得る。すなわち,も し世界の秩序のすみずみにまで

法則の影響力がゆきわた り,法 則がいちいちの事象を支配 しているとすれば,現 象には新しい

展開もないし,人 間にとっては,未 来のいろいろな可能性の中か ら自己の意志で選び取 る,と

い う自由も存在せず,新 たな創造もそこからは生 じないことになる。したがって,宇 宙に存在

する極小から極大の現象に至るまで,す べて厳密な法則にもとついて,ま った く矛盾無 く統一

的展開が認められるな らば,そ れは 〈宿作因論〉や く神意論〉と変わらないことになる。なぜ

なら,未 来永劫のできごとまで,す べて法則にもとついて知ることができるか ら,そ れは,す

でに確定 していると同じこととなるか らである。 しかも縁起の理法 とは,《 衆縁和合》に他な

らないか ら,涅 槃界の無為法を除いたすべての現象において,縁 を欠いた 〈もの〉の存在を認

めない,法 界に普遍的にある法則性である。 したがって,縁 起法 とは,二z一 トソ古典力学の

ように,星 の運行を正確に予測するとい うような,遠 い将来を予測する法則ではなく,縁 と果
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(=仮 和合体)と の間には,あ る程度の法則性,つ まり,縁 が果に及ぼす影響力の存在 と同時

に,縁 に含まれない幾分デタラメ的,偶 然的,断 絶的要素も認めねぽならない。そ うでなけれ

ば,縁 が果を作る際に自由 ・創造 ・可能性等の契機がなくなってしまうことになる。

さて,わ たくしたちの世界は,ニ ュー トソ力学に見 られるような極めて,秩 序だった法則が

認め られると同時に,街 角で友だちに出会 うというような,偶 然的機会をもよく経験するとこ

ろである。すなわち,世 界は秩序を本質とするのか,そ れ とも無秩序を本質とす るのであろ う

か?。 上記のように縁起は,あ る程度の秩序性とある程度の無秩序性の両方を兼ね合わしてい

るかのようにも思われる。次回,最 近の科学の動向も含めてこの点について考察する。
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